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 今回は、支部に寄せ

られた相談の中から深

刻なものに対して、支

部のコメントをしてい

きたいと思います。事

例が特定されないよう

に委細については加工

してあります。 

  7月1日からの独法化まで2カ月を切

りました。わずか2カ月の間に様々なこ

とを決めなければいけません。独法化

後の働き方のルールを定めた就業規則

はもちろんですが、夜勤のタクシー代

の改善、ハラスメントをなくし働きや

すい職場にしていくため労使双方でど

のような仕組みを作るべきなのか、課

題は山積しています。 

 そこで病院支部は、衛生局支部と合

同で、病院経営本部と「人事給与制度に関する検討会」を継続的に行い様々な課題を検討

していくことにしました。5月10日に第３回の検討会が行われました。病院・衛生両支部

は、現場の声を受け、改善を求めてきました。今回、タクシー代の大幅な引き上げとなり

ました（詳細は組合役員へ）。支部は引き続き全額支給を求めていきます。今後の検討会

をおおよそ週1回程度のペースで行うこと、検討する課題として、就業規則、給与規定、

職員引継ぎ規定、人事考課、退職制度、ハラスメント対策などを確認しました。 

経営本部と人事給与に関する検討会を実施  

独法化後のタクシー代、大幅増額支給が決定 

あなたの職場の健康度チェックキャンペーン 

あなたの職場健康度チェック 


